
Dr武藤の看護マネジメントプチ動画講座

認知症スティグマと認知症基本法

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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パート１
認知症に対する偏見・差別





2004年から



2004年に呼称変更

• 呼称変更の要望
• 聖マリアンナ医科大学名誉教授の長谷川和夫先生は、呼
称を変える要望書を厚生労働大臣宛てに提出した。

• 2004年6月「痴呆に変わる用語を検討する委員会」
が開催
• 委員会ではまず、一般の人にわかりやすく、不快感や侮
蔑感を覚えさせないものにしようと進められた。一般か
らの意見を募ったところ多数の応募があり、その中から
「認知障害」「認知症」「アルツハイマー」「物忘れ
症」の4つの候補がまとめられた。

• 「認知障害」と「認知症」の得票数が多かった。
• 「認知障害」については、精神医学の分野でこれまで多
様に使われていたが、一方「認知症」は新たな語であり、
医学用語として採用される蓋然性も高いと考えられた。

• 参加している委員の議論により、2004年の12月末には報
告書が提出され、以降から現在で「認知症」が定着した。







認知症の方は大腸内
視鏡、白内障手術は
受けられません！



ニンチ



6割がネガテイブなイメージを持っている



パート２
認知症スティグマ



認知症スティグマ研究

• 国立長寿医療研究セ
ンター老年社会科学
研究部
• 野口泰司主任研究員、
斎藤民部長らのグ
ループ

• 認知症スティグマ評
価スケール日本語版
の開発

•野口泰司研究員





研究の目的

• 認知症スティグマは、認知症の人の受診や治療の遅れ、社会交流
の減少などにつながり、認知症の人と家族の生活の質を低下させ
るため、認知症スティグマの克服は世界共通課題。

• 日本では必ずしも認知症スティグマ低減のための対策は十分では
なく、その原因の1つとして日本において使用可能な認知症ス
ティグマの質問票などの評価・把握ツールが確立していない

• 認知症の本人に生じるセルフスティグマ、一般住民において生じ
る公的スティグマ、認知症の本人の家族や友人などの近しい人に
向けられる連合的スティグマなどに分けらる。

• その中でも特に、一般住民の公的スティグマは、セルフスティグ
マや連合的スティグマを増大する要因となり、認知症の人と家族
をとりまく地域の社会環境要因であることから、公的スティグマ
の低減、そしてそのための評価ツールを構築することが重要です。



認知症ステイグマの種類



認知症スティグマの評価スケール

• 認知症スティグマを評
価する質問票をオースト
ラリアのウオロンゴン大
学助教授 Lyn 
Phillipsonが開発し
た 。

• PDSA:Phillipson Demetia 
Stigma Assessment Scale
• 質問票は26項目からな
る。

• 4つの構造からなる

• Lyn Phillipson准教授



Phillipsonステイグマ評価ス
ケールの日本語版作成
• PDSAの原作者であるオーストラリアのウーロンゴン大学のPhillipson教
授の許諾を得て、PDSAの各質問項目について2名の研究者により日本語
版（案）の作成が行われました。

• 日本語版（案）は、他の研究者も交えた合議にて統合され、2名の翻訳に
相違がある場合は協議のもと修正・統合がなされました（順翻訳）。統
合された日本語版は、英語を母国語とする第3者により再度英語への翻訳
がなされ（逆翻訳）、元のPSDAの内容と相違がないか確認されました。

• 相違がある場合、日本語への翻訳からやり直しがなされ、これらの手順
を経てPDSA日本語版（PDSA-J）の草案を作成いたしました。

• 作成されたPSDA-Jが、日本人において適応可能か検証するために、イ
ンターネット調査を通じて20歳から69歳の一般成人819人に回答が依頼
されました（平均年齢45.9歳、女性割合52.0%）。

• 得られたPSDA-Jの回答データを、因子分析という手法を用いて質問項目
の回答が想定されたとおりに測定できているか分析し、最終的に全26項
目からなるPSDA-Jを構築しました1)。さらに、行政施策や地域診断など
で使用しやすいように代表する12項目から成る短縮版（PDSA-J12）の
作成も行いました2)（表1）。













認知症の人との交流体験、
同居体験、教育体験別に評価した
• 認知症の人との交流経験や同居の経験および認知症についての学
習経験と、認知症スティグマとの関係性を分析しました3)（図3）。

• 交流経験のある人

• ①回避、②診断の恐怖、④差別の恐怖が低い

• 同居経験のある人

• ①回避、④差別の恐怖が低い

• 学習経験のある人

• ① 回 避 が 低 く 、 ③ 尊 重 が 高 い 結 果 が 示 さ れ た 。



パート３
認知症基本法の成立



2023年6月14日



認知症基本法の成立経緯

「認知症基本法」は
2019年に自民党・
公明党によって提出
された。しかし成立
に至らず、2021年
の超党派議連によっ
て進められ、2023
年6月に成立した。
施行は2024年6月



これまでの
認知症施策を振り返る
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G8認知症サミット
ロンドン（2013年）

土屋厚労副大臣





2019年



2023年6月





2024年9月4日





「新しい認知症観」
認知症施策推進基本計画案了承

• 政府は2024年11月29日、認知
症施策推進本部（本部長・石
破首相）の会合を首相官邸で
開き、認知症の人が暮らしや
すい社会を目指す「認知症施
策推進基本計画」の案を了承
した。

• 認知症と共に希望を持って生
きるという「新しい認知症
観」を提唱。新たな知見・技
術の活用など四つの重点目標
を掲げた。







まとめと提言

・認知症スティグマはいたるところにある
・認知症ステイグマ評価スケールで実態を
確かめよう

・認知症基本法が施行された
・認知症ステイグマを乗り越えた認知症の人と
の共生社会を作ろう



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開し
ております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで内科外来（月・木）、老健、在宅クリニック（火）を
担当しています。患者さんをご紹介ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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